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用と美の「形」を生み出す「型」の研究 
―３次元デジタルデータを活用した産業用型治具の研究― 

■研究担当／大分県産業科学技術センター 製品開発支援担当 ○兵頭敬一郎 hyoudo@oita-ri.jp 
■                   企画連携担当    佐藤幸志郎 sato-koshiro@pref.oita.lg.jp 
 

研究のポイント 

●竹細工用の型治具を作る職人の減少と技術の継承に向け３次元デジタルデータを活用 
●木製の型治具の加工の手間、変形や摩耗に対する課題解決の検討 
●3D プリンタ製型治具の開発プロセスの確立と素材特性に合わせた設計 

背景と課題 

今後の方向・提案・連携 

研究内容 

大分県産業科学技術センター http://www.oita-ri.jp 

■担当窓口／企画連携担当 谷口秀樹 info@oita-ri.jp 

工芸産業等では、同一形状を正確に早く量産する際に
型が必要となり、竹細工では割型や羽根型など主に木

製の「編み型」に編み付け、完成後に型を分割し取り

出します。 
しかし、竹細工用の割型などの「編み型」を製造でき

る職人が減少し、現存する型も竹を編む際に水分を含

ませるため変形や表面の劣化など、寸法安定性や耐久
性が課題でした。 

当センターに導入された３Ｄプリンタなどの３Ｄもの

づくり関連設備を活用し、種類や用途に応じた「型治具」

の開発プロセスの確立、開発期間の短縮化や低コスト化
による新製品開発の促進を目標とし、平成 26 年度は竹

工芸分野、平成 27 年度は鋳造分野を対象に研究を実施

しました。 
平成 26 年度は、現状の編み型治具の課題解決に向けた

改良設計と試作、評価を行うとともに、編み型治具がな

い竹製品から３Ｄスキャンによりデータ化し、３ＤＣＡ
Ｄによる編み型治具の設計と３Ｄプリンタによる試作

を行いました。 

平成 26 年度は、竹工芸分野での３次元デジタル技術

の活用により、木製と同等以上の性能を目指して、３

Ｄプリンタ製の編み型治具を竹製品製造業界に対して
試験導入しました。 

平成 27 年度は、工業分野での型治具の現状を調査し、

３次元デジタル技術活用の適否を検討した結果、対象
分野を鋳造に設定し、工業分野での製品開発支援やも

のづくり支援に活かせるよう継続的に、支援を行って

います。 

【図２】３Ｄプリンタ製竹編み治具の評価と製品 

【図３】３ＤＣＡＤによる方円篭の編み型治具設計 

【図４】３Ｄプリンタ製竹編み治具の試作 

【図１】編み型治具の分類（平成 3 年度） 


